
　裏山遺跡は、弥生時代後期後半の短期間に営

まれた高地性環濠集落で、標高約90ｍの丘陵上

に立地します。春日山城本丸から南東に1.2km

の距離にあり、丘陵下の岩木集落とは約70ｍの

比高があるため、遺跡から頸城平野や日本海を

一望できます。

　山頂には平坦面が広がり、竪穴建物８棟と土

坑などが見つかっています。周囲の急峻な斜面

には濠がめぐらされており、戦いに備えた防御

のムラであると考えられています。１棟の竪穴

建物から武器と思われるこぶし大の「つぶて石」

がまとまって出土したことは、これを示すもの

と言えるでしょう。弥生時代後期後半は、中国

の歴史書に記述のある「倭国大乱」の時期にあ

たり、全国的な戦乱の余波がこの地にも波及し

ていた可能性があります。

　出土遺物は弥生土器・石器のほか、鉄製品や

管玉・ヒスイ製勾玉・ガラス小玉などの玉類と

玉類未成品、軽石製研磨具などがあります。特

に注目されるのが鉄製品で、鍬・鋤先６点、鏃

３点など合わせて11点も出土しました。この数

は本県の弥生時代後期～古墳時代前期では最も

多く、鍬・鋤先については北陸地域の中でも最

多です。朝鮮半島および北部九州の強い影響を受けたか、あるいは直接持ち込まれたものと考えられています。

一方、土器の中には近江系や信州系の土器が少ないながら認められます。これらのことから、裏山遺跡では広

範囲にわたる地域との交流があったことがうかがえます。

　裏山遺跡は、県内で初めて弥生時代集落を全面的に調

査した例で、北陸全域で見ても希少であり、高地性集落

の性格や構造を考える上で極めて貴重な資料であると評

価され、平成23年度に出土品のうち102点が県有形文化財

（考古資料）に指定されました。　　　　（坂上有紀）
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開館20周年を迎えた新潟県埋蔵文化財センター

　当センターは『埋蔵文化財を保存し、及びその

活用を図ることにより、県民の文化の向上に資す

るため』（県埋蔵文化財センター条例）に平成８

年10月、現在地の「花と遺跡のふるさと公園」内

に開館し、今年で20年目を迎えます。今年度はこ

れを記念して、県のお宝『新潟県指定考古資料』

を御覧いただける企画展と講演会を開催しますの

で、皆様、御期待ください。

　センターの直接的な管理・運営は開館当初から

公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団が行っ

ていますが、この間、遺跡の調査及び研究、出土

品の保管、保存処理、市町村職員研修、出土品及び埋蔵文化財に関する資料の公開・普及などの各種事業を展

開して参りました。

　20年間の埋蔵文化財（遺跡）の発掘調査は287か所（平成８～27年度）にのぼり、調査報告書も186冊（平成

８～27年度） 刊行、出土品約35,500箱（開館以前のものも含む）を収蔵管理しています。また、県内最大規

模の保存処理施設では、開館時から休むことなく脆弱品の理化学的処理を継続しています。

　これらの出土品や発掘調査成果は、センターで開催する企画展、新資料展、常設展や発掘調査報告会、発掘

調査現地説明会、そして県内外施設の展覧会で広く公開・活用が図られています。そして、開館間もないころ

から校外学習や生涯学習の場として活用され始め、今では新潟市及び周辺市から毎年50件以上（学校・各種団

体・町内会など）の団体が訪れ、センター施設を利用しての学習が定着した感があります。最近では出土品を

学校の教室に持ち込み、当事業団の考古学専門職員が分かりやすく説明する出前授業も好評で、館外での普及

事業も活発化してきました。

　開館当初を思い起こせば、公園エリアは土取り跡地であったため、公園造成後しばらくは地肌むき出しの荒

涼たる景観でしたが、関係者の努力により、今では緑あふれる公園に変貌しています。そして園を中心とする

半径800ｍ内には、当センターのほかに県立植物園、新津美術館、中野邸美術館、石油の世界館、弥生の丘展

示館、国史跡古津八幡山遺跡、新津フラワーラン

ドなどの文化・歴史・教育・観光施設が集中し、

これらの連携も図られ、年間65万人（平成26各施

設入込客数合計）が訪れる県内屈指の観光・行楽・

学習スポットになっています。今後は、この全国

に誇れる所在環境を最大限活かし、県民ニーズを

より的確に捉えた埋蔵文化財事業を展開して参り

ます。より多くの皆様に愛され、活用していただ

ける施設となるよう一層の努力をして参りますの

で、引き続き皆様方の御支援をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木俊成）
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遺跡を西上空から望む（奥には高田平野が広がる）

玉類（1～4:管玉、5～7:

ガラス小玉、8･9:勾玉未成品）

鉄製品

（1～3:鋤先、4:鉄鏃、5:鉋）

裏山遺跡 出土品102点
（平成24年3月27日　新潟県指定有形文化財(考古資料)）

遺跡所在地：上越市大字岩木字裏山ほか　　　　　

遺 物 保 管：上越市（上越市埋蔵文化財センター）
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　石鏃や石錐・不定形石器など鋭い切り口が必要な石器には、

黒曜石が好んで使われました。黒曜石は、溶岩が地表近くで急

激に冷えてできた天然ガラスなので、産地は火山の近くに限ら

れています。現在、日本では70か所あまりの産地が確認されて

います。新潟県内でも佐渡市や新発田市、魚沼市などに産地が

あります。各産地の黒曜石は元素比率にわずかな違いがあり、

これを調べることで遺跡から出土した黒曜石の産地を推定する

ことができます。新潟県の縄文時代の遺跡からは地元に限らず、

長野県や、遠く北海道・九州が産地と推定される石器が出土し

ます。縄文時代は約15,000～2,500年前までの１万年あまりの

長期にわたり続きますが、この間、黒曜石はすばらしい切れ味

の得られる貴重な石として、その産地は代々受け継がれ広く流

通していたようです。

　ここで、新潟県内の縄文時代の遺跡における黒曜石の流通について概観してみます。

　縄文時代草創期には原石を遺跡に持ち込んで石器作りをした例はほとんどありません。石槍や石鏃などの完

成品が中魚沼郡の信濃川流域、東蒲原郡阿賀町の室谷川流域に持ち込まれている程度です。早期から前期には

新発田市板山の産地が開発され、近くの遺跡では板山産の黒曜石を遺跡に持ち込み、石器製作が行われるよう

になったようです。前期から中期は黒曜石の利用が最も盛んになった時期で、黒曜石製石器の分布も信濃川や

上越市の関川伝いに海岸部まで拡大します。信濃川流域では石器の材料となる石核が出土する遺跡もあること

から、長野県産黒曜石の伝播ルートを示すのかもしれません。この時期には地域によって用いる黒曜石の産地

に違いがあるようです。信濃川より西側では長野県産の黒曜石、阿賀野川流域では長野県産の黒曜石とともに、

山形県月山や新発田市板山の黒曜石も用いられています。佐渡では、前期末ごろから長野県産とともに島内の

黒曜石も使われ始めたようです。後期から晩期には黒曜石製石器そのものは減少しますが、利用する産地は多

様化したようです。

　埋文センターの常設展示では様々な産地の黒曜石を比較できます。産地による石質の違いを見比べてくださ

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　（土橋由理子）
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  に   たん わり

どう   こ
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整 理 作 業

混ざり物のない良質

な石材です。

左：新発田市青田遺跡

　（縄文時代晩期）　

　　石鏃

右：同　石錐

新発田市上石川産
かみ いし かわ

し　ば　た　し あお  た

縦1.9㎝

透明度は低く、やや

濁った印象です。

村上市長割遺跡

（縄文時代後期）

不定形石器

山形県月山産
がっ さん

むら かみ  し　ながわり

縦2.9㎝

混ざり物のない良質

な石材です。

新発田市青田遺跡

（縄文時代晩期）

石鏃

新発田市板山産
いた やま

し　ば　た　し あお  た

縦1.8㎝

透明度が低いです。

湯沢町川久保遺跡

（縄文時代中～後期）

剥片

魚沼市大白川産
おお しら かわ

縦1.8㎝
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黒曜石原産地

埋文センター常設展示室に展示中の様々な産地の黒曜石

藁科哲男 2013年「川久保遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の原産地分析」
『川久保遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書 第233集から引用・加筆
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平成28年度　本発掘調査遺跡・整理遺跡一覧
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黒曜石原産地名

１　佐渡　　　５　久見　　

２　板山・　　６　淀姫

　　上石川　　７　赤井川
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４　和田峠 など 

　　　　

透明度が高いです。

左：糸魚川市六反田南

　　遺跡（縄文時代中

　　期）　石鏃

右：湯沢町川久保遺跡
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　石鏃や石錐・不定形石器など鋭い切り口が必要な石器には、

黒曜石が好んで使われました。黒曜石は、溶岩が地表近くで急

激に冷えてできた天然ガラスなので、産地は火山の近くに限ら

れています。現在、日本では70か所あまりの産地が確認されて

います。新潟県内でも佐渡市や新発田市、魚沼市などに産地が

あります。各産地の黒曜石は元素比率にわずかな違いがあり、

これを調べることで遺跡から出土した黒曜石の産地を推定する

ことができます。新潟県の縄文時代の遺跡からは地元に限らず、

長野県や、遠く北海道・九州が産地と推定される石器が出土し

ます。縄文時代は約15,000～2,500年前までの１万年あまりの

長期にわたり続きますが、この間、黒曜石はすばらしい切れ味

の得られる貴重な石として、その産地は代々受け継がれ広く流

通していたようです。

　ここで、新潟県内の縄文時代の遺跡における黒曜石の流通について概観してみます。

　縄文時代草創期には原石を遺跡に持ち込んで石器作りをした例はほとんどありません。石槍や石鏃などの完

成品が中魚沼郡の信濃川流域、東蒲原郡阿賀町の室谷川流域に持ち込まれている程度です。早期から前期には

新発田市板山の産地が開発され、近くの遺跡では板山産の黒曜石を遺跡に持ち込み、石器製作が行われるよう

になったようです。前期から中期は黒曜石の利用が最も盛んになった時期で、黒曜石製石器の分布も信濃川や

上越市の関川伝いに海岸部まで拡大します。信濃川流域では石器の材料となる石核が出土する遺跡もあること

から、長野県産黒曜石の伝播ルートを示すのかもしれません。この時期には地域によって用いる黒曜石の産地

に違いがあるようです。信濃川より西側では長野県産の黒曜石、阿賀野川流域では長野県産の黒曜石とともに、

山形県月山や新発田市板山の黒曜石も用いられています。佐渡では、前期末ごろから長野県産とともに島内の

黒曜石も使われ始めたようです。後期から晩期には黒曜石製石器そのものは減少しますが、利用する産地は多

様化したようです。

　埋文センターの常設展示では様々な産地の黒曜石を比較できます。産地による石質の違いを見比べてくださ

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　（土橋由理子）
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かみ いし かわ

し　ば　た　し あお  た

縦1.9㎝

透明度は低く、やや

濁った印象です。

村上市長割遺跡

（縄文時代後期）

不定形石器

山形県月山産
がっ さん

むら かみ  し　ながわり

縦2.9㎝

混ざり物のない良質

な石材です。

新発田市青田遺跡

（縄文時代晩期）

石鏃

新発田市板山産
いた やま

し　ば　た　し あお  た

縦1.8㎝

透明度が低いです。

湯沢町川久保遺跡

（縄文時代中～後期）

剥片

魚沼市大白川産
おお しら かわ

縦1.8㎝

－3－－2－

黒曜石原産地

埋文センター常設展示室に展示中の様々な産地の黒曜石

藁科哲男 2013年「川久保遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の原産地分析」
『川久保遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書 第233集から引用・加筆

せきぞく

こくようせき

そうそう き

いたやま

なかうおぬまぐん

じょうえつ し せきかわ
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せきかく
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きゅうようがん

いしきり ふ ていけいせっ き

さ　ど　し し　ば　た　し うお ぬま し

あ　が　の がわ

がっさん

縄文時代の黒曜石利用縄文時代の黒曜石利用
じょう もん じ だい こく よう せきじょう もん じ だい こく よう せき

０ 50km

阿賀野川
加治川

胎内川
荒川

三面川

関川

姫川
海川

信濃川

魚
野
川

鯖石川
鵜川

０ 50km

宝田
丘江

二反割

下割

六反田南

柄目木
石船戸東

堂古

宝田
丘江

二反割

下割

六反田南

柄目木
石船戸東

堂古

平成28年度　本発掘調査遺跡・整理遺跡一覧

柄目木遺跡

丘江遺跡

宝田遺跡

１
２
３

４

５

６

７ ８

黒曜石原産地名

１　佐渡　　　５　久見　　

２　板山・　　６　淀姫

　　上石川　　７　赤井川

３　月山　　　８　置戸

４　和田峠 など 

　　　　

透明度が高いです。

左：糸魚川市六反田南

　　遺跡（縄文時代中

　　期）　石鏃

右：湯沢町川久保遺跡

　　（縄文時代中～後

　　期）　石鏃

長野県霧ケ峰産等
きり が みね

いと  い　がわ  し　ろくたん  だ みなみ

ゆ  ざわまち かわ  く　 ぼ

縦3.8㎝

埋文コラム

ゆ  ざわまち かわ  く　 ぼ

（ ）



埋文にいがた No.95 埋文にいがた No.95

　今年も夏休み恒例の親子考古学教室を開催します。縄文時代に焦点

を当て、当時の生活の様子を土器や石器を用いて解説します。本物の

縄文土器をさわってワークブックにスケッチするほか、マイギリ法の

火起こし、オーブン陶土を用いた土器作り（15・21日のみ）、滑石製

の勾玉作り（20日のみ）を体験できます。作った土器や勾玉は当日お

持ち帰りいただけます。ワークブックに見たこと・分かったこと・感

想を書き、写真を貼ると、夏休みの自由研究が完成です。

　夏休みに親子で縄文を学び、体験しよう！

　小・中学生を対象とした社会科歴史の学習支援を行っています。歴史を学び始めた児童・生徒にとって、縄

文時代は現代社会との結び付きが希薄なため、他の時代よりも身近に感じづらい面があります。

　そこで、当センターでは本物の土器や石器を活用した校外学習と出

前事業を展開しています。実物をさわり観察することによって、縄文

時代の具体的なイメージをつかむことができます。また、センターの

専門的な仕事内容を知っていただくことは、キャリア教育にも資する

と考えています。バラバラに出土した土器を集めて接合・復元し、正

確な図面を作成する整理作業は、専門的な技術を要するセンターなら

ではの仕事です。こうした仕事を校外学習で積極的に公開し、職場体

験では実際に体験する

ことができます。

　学習内容や時間は自

由に組み合わせること

ができます。ぜひ、セ

ンターを活用いただき

ますよう御相談をお待

ちしております。

　新潟県埋蔵文化財センターが平成８年秋、新潟市秋葉区金津

に開館して今年で20周年を迎えます。これを記念して、これま

で新潟県教育委員会が高速道路や国道等の工事に先立ち発掘調

査を実施した遺跡の中から、出土品が県指定考古資料となった

５遺跡の遺物をあらためて展示公開し、広く一般に知っていた

だく企画展を催します。

■会　　期　平成28年７月16日(土)～平成29年１月22日(日)

　　　　　　〔12月29日～1月3日は休館〕

■会　　場　新潟県埋蔵文化財センター〔新潟市秋葉区金津〕

■展示遺跡　五丁歩遺跡（南魚沼市／縄文時代中期）

　　　　　　裏山遺跡（上越市／弥生時代後期）、

　　　　　　余川中道遺跡（南魚沼市／古墳時代中〜後期）、新保遺跡・柿崎古墓（上越市／平安時代）、

　　　　　　木崎山遺跡（上越市／鎌倉時代）

■観覧無料です。

木崎山出土地鎮具（鎌倉時代）

縄文土器をさわろう！

親子で土器作り

－5－－4－

親子考古学教室を開催します

ごちょうぶ

うらやま

よ  かわなかみち しん  ぼ かきざき  こ　ぼ

き  ざきやま

講演会

新潟県指定考古資料展　展示解説・体験コーナー新潟県指定考古資料展　展示解説・体験コーナー

回 日　程 タイトル・講師 定員 受付締切

７月15日（金）

８月26日（金）

９月９日（金）

10月14日（金）

11月11日（金）

７月17日（日）
13：30～15：30

８月28日（日）
13：30～15：30

９月11日（日）
13：30～15：30

10月16日（日）
13：30～15：30

11月13日（日）
13：30～15：30

火炎土器を持たない山間部のムラ　― 五丁歩遺跡 ―
　　　　　　　　　　高橋　　保（新潟県埋蔵文化財調査事業団）

（公財）新潟県埋蔵文化財調査事業団に電話・ファックス・メールのいずれかで、氏名・住所・電話番号・希望日

をお申し込みください。　受付は先着順で定員になり次第締め切らせていただきます。

■電話（0250）25－3981　　■Fax（0250）25－3986　■メール　niigata@maibun.net

◆新潟県教育庁文化行政課と共通の「まいぶんちゃんスタンプラリー」、「いきいき県民カレッジ」の対象講座です。

◆日 　 　 程　７月16日（土）・8月28日（日）・9月11日（日）・10月9日（日）・11月13日（日）

◆展 示 解 説　10：30、13：00、15：40

　　　　　　　　（各回40分、８月から13：00開始は20分間）

◆体験コーナー　10：00～12：00、13：00～15：30　各回先着20名            

　　　　　　　　☆山ブドウ樹皮のペンダント作り（７/16・11/13）       

　　　　　　　　☆火起こし体験（８/28・10/９）

　　　　　　　　☆勾玉作り（９/11） 山ブドウ樹皮の
ペンダント

裏山遺跡が提起する弥生時代集落問題　― 高地性集落とは ―
　　　　　　　　　　滝沢　規朗（新潟県教育庁文化行政課）

余川中道遺跡と魚沼の王墓
　　　　　　　　　　小野本　敦（新潟県埋蔵文化財調査事業団）

柿崎古墓　― 特等の葬法 ―
　　　　　　　　　　田海　義正（新潟県埋蔵文化財調査事業団）

木崎山出土地鎮具　― 人びとの願いと畏れ ―
　　　　　　　　　　戸根　与八郎 氏（㈱ノガミ・日本考古学協会員）

60名

60名

60名

60名

60名

１

２

３

４

５

申
込
方
法

無料

「新潟県指定考古資料展」を開催します「新潟県指定考古資料展」を開催します

新潟県埋蔵文化財センター
開館20周年記念

新潟県埋蔵文化財センター
開館20周年記念

小･中学校の校外学習・出前授業・職場体験を行っています

かっせき

まがたま

●日　時…平成28年８月15日（月）・20日（土）・21日（日）

　　　　　10：00～15：00（受付9：30～9：50）

●対　象…小学３年生以上の子どもとその保護者

●定　員…親子20組40名

●申　込…平成28年７月１日（金）～８月５日（金）

　　　　　（申込み多数の場合は抽選）

　　　　　氏名・住所・電話番号・参加希望日（第２希望まで）を

　　　　　添えて新潟県埋蔵文化財調査事業団まで

　　　　　電話：（0250）25－3981　FAX：（0250）25－3986

　　　　　メール：n i igata@maibun .net

中学生が縄文土器の復元作業を見学

■実物を用いた縄文時代の解説（45分）
　　・土器片（縄文・弥生・古代）の観察

　　・縄文土器を持ってみよう

　　・学校のまわりにある遺跡

　　・縄文集落と竪穴住居の画像による学習

　　・縄文人の道具箱（石器セット）の観察

　　・ワークシートを用いた縄文展示見学

■体験学習
　　・石器の使用体験（15分）

　　・火起こし体験（50分）

　　・勾玉作り（50分）

■センターの仕事見学（30分）
　　・土器の復元や実測などの整理作業

　　・木製品や金属製品の保存処理作業

　　・収蔵庫の出土品保管の様子

埋蔵文化財センターの学習メニュー
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　小・中学生を対象とした社会科歴史の学習支援を行っています。歴史を学び始めた児童・生徒にとって、縄

文時代は現代社会との結び付きが希薄なため、他の時代よりも身近に感じづらい面があります。

　そこで、当センターでは本物の土器や石器を活用した校外学習と出

前事業を展開しています。実物をさわり観察することによって、縄文
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と考えています。バラバラに出土した土器を集めて接合・復元し、正
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査を実施した遺跡の中から、出土品が県指定考古資料となった
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◆展 示 解 説　10：30、13：00、15：40

　　　　　　　　（各回40分、８月から13：00開始は20分間）

◆体験コーナー　10：00～12：00、13：00～15：30　各回先着20名            
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余川中道遺跡と魚沼の王墓
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小･中学校の校外学習・出前授業・職場体験を行っています
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●日　時…平成28年８月15日（月）・20日（土）・21日（日）

　　　　　10：00～15：00（受付9：30～9：50）

●対　象…小学３年生以上の子どもとその保護者

●定　員…親子20組40名

●申　込…平成28年７月１日（金）～８月５日（金）

　　　　　（申込み多数の場合は抽選）

　　　　　氏名・住所・電話番号・参加希望日（第２希望まで）を

　　　　　添えて新潟県埋蔵文化財調査事業団まで

　　　　　電話：（0250）25－3981　FAX：（0250）25－3986

　　　　　メール：n i igata@maibun .net

中学生が縄文土器の復元作業を見学

■実物を用いた縄文時代の解説（45分）
　　・土器片（縄文・弥生・古代）の観察

　　・縄文土器を持ってみよう

　　・学校のまわりにある遺跡

　　・縄文集落と竪穴住居の画像による学習

　　・縄文人の道具箱（石器セット）の観察

　　・ワークシートを用いた縄文展示見学

■体験学習
　　・石器の使用体験（15分）

　　・火起こし体験（50分）

　　・勾玉作り（50分）

■センターの仕事見学（30分）
　　・土器の復元や実測などの整理作業

　　・木製品や金属製品の保存処理作業

　　・収蔵庫の出土品保管の様子

埋蔵文化財センターの学習メニュー



　裏山遺跡は、弥生時代後期後半の短期間に営

まれた高地性環濠集落で、標高約90ｍの丘陵上

に立地します。春日山城本丸から南東に1.2km

の距離にあり、丘陵下の岩木集落とは約70ｍの

比高があるため、遺跡から頸城平野や日本海を

一望できます。

　山頂には平坦面が広がり、竪穴建物８棟と土

坑などが見つかっています。周囲の急峻な斜面

には濠がめぐらされており、戦いに備えた防御

のムラであると考えられています。１棟の竪穴

建物から武器と思われるこぶし大の「つぶて石」

がまとまって出土したことは、これを示すもの

と言えるでしょう。弥生時代後期後半は、中国

の歴史書に記述のある「倭国大乱」の時期にあ

たり、全国的な戦乱の余波がこの地にも波及し

ていた可能性があります。

　出土遺物は弥生土器・石器のほか、鉄製品や

管玉・ヒスイ製勾玉・ガラス小玉などの玉類と

玉類未成品、軽石製研磨具などがあります。特

に注目されるのが鉄製品で、鍬・鋤先６点、鏃

３点など合わせて11点も出土しました。この数

は本県の弥生時代後期～古墳時代前期では最も

多く、鍬・鋤先については北陸地域の中でも最

多です。朝鮮半島および北部九州の強い影響を受けたか、あるいは直接持ち込まれたものと考えられています。

一方、土器の中には近江系や信州系の土器が少ないながら認められます。これらのことから、裏山遺跡では広

範囲にわたる地域との交流があったことがうかがえます。

　裏山遺跡は、県内で初めて弥生時代集落を全面的に調

査した例で、北陸全域で見ても希少であり、高地性集落

の性格や構造を考える上で極めて貴重な資料であると評

価され、平成23年度に出土品のうち102点が県有形文化財

（考古資料）に指定されました。　　　　（坂上有紀）
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開館20周年を迎えた新潟県埋蔵文化財センター

　当センターは『埋蔵文化財を保存し、及びその

活用を図ることにより、県民の文化の向上に資す

るため』（県埋蔵文化財センター条例）に平成８

年10月、現在地の「花と遺跡のふるさと公園」内

に開館し、今年で20年目を迎えます。今年度はこ

れを記念して、県のお宝『新潟県指定考古資料』

を御覧いただける企画展と講演会を開催しますの

で、皆様、御期待ください。

　センターの直接的な管理・運営は開館当初から

公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団が行っ

ていますが、この間、遺跡の調査及び研究、出土

品の保管、保存処理、市町村職員研修、出土品及び埋蔵文化財に関する資料の公開・普及などの各種事業を展

開して参りました。

　20年間の埋蔵文化財（遺跡）の発掘調査は287か所（平成８～27年度）にのぼり、調査報告書も186冊（平成

８～27年度） 刊行、出土品約35,500箱（開館以前のものも含む）を収蔵管理しています。また、県内最大規

模の保存処理施設では、開館時から休むことなく脆弱品の理化学的処理を継続しています。

　これらの出土品や発掘調査成果は、センターで開催する企画展、新資料展、常設展や発掘調査報告会、発掘

調査現地説明会、そして県内外施設の展覧会で広く公開・活用が図られています。そして、開館間もないころ

から校外学習や生涯学習の場として活用され始め、今では新潟市及び周辺市から毎年50件以上（学校・各種団

体・町内会など）の団体が訪れ、センター施設を利用しての学習が定着した感があります。最近では出土品を

学校の教室に持ち込み、当事業団の考古学専門職員が分かりやすく説明する出前授業も好評で、館外での普及

事業も活発化してきました。

　開館当初を思い起こせば、公園エリアは土取り跡地であったため、公園造成後しばらくは地肌むき出しの荒

涼たる景観でしたが、関係者の努力により、今では緑あふれる公園に変貌しています。そして園を中心とする

半径800ｍ内には、当センターのほかに県立植物園、新津美術館、中野邸美術館、石油の世界館、弥生の丘展

示館、国史跡古津八幡山遺跡、新津フラワーラン

ドなどの文化・歴史・教育・観光施設が集中し、

これらの連携も図られ、年間65万人（平成26各施

設入込客数合計）が訪れる県内屈指の観光・行楽・

学習スポットになっています。今後は、この全国

に誇れる所在環境を最大限活かし、県民ニーズを

より的確に捉えた埋蔵文化財事業を展開して参り

ます。より多くの皆様に愛され、活用していただ

ける施設となるよう一層の努力をして参りますの

で、引き続き皆様方の御支援をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木俊成）

新潟県埋蔵文化財センター

校外学習の様子
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新潟県教育委員会・(財)新潟県埋蔵文化財調査事業団2000

　　『裏山遺跡』新潟県埋蔵文化財調査報告書第96集

ニュー・サイエンス社2000　『月刊考古学ジャーナル』
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遺跡を西上空から望む（奥には高田平野が広がる）

玉類（1～4:管玉、5～7:

ガラス小玉、8･9:勾玉未成品）

鉄製品

（1～3:鋤先、4:鉄鏃、5:鉋）

裏山遺跡 出土品102点
（平成24年3月27日　新潟県指定有形文化財(考古資料)）

遺跡所在地：上越市大字岩木字裏山ほか　　　　　

遺 物 保 管：上越市（上越市埋蔵文化財センター）

県内の遺跡・遺物93

うら やま
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『埋文にいがた』95 号 正誤表  

頁 行 誤 正 

6 上から 3 行目 春日山城 国史跡春日山城跡 

6 下から 10行目 最も多く、 上越市下馬場遺跡に次いで 2 番目に多く、 
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